
出
典
書
目
（
本
文
中
で
単
行
本
が
出
典
と
な
っ
た
も
の
）

三
浦
俊
三
郎
著
『
本
邦
洋
楽
麦
遷
史
』
東
京
日
東
書
院
昭
和
六
年
(
-
九
三
一
）

宮
沢
縦

l

編
著
『
明
治
は
生
き
て
い
る
』
東
京
音
楽
之
友
社
昭
和
四
十
年
（
一

九
六
五
）

井
上
武
士
監
修
・
秋
山
龍
英
編
著
『
日
本
の
洋
楽
百
年
史
』
東
京
第
一
法
規
出
版

株
式
会
社
昭
和
四
十
一
年
(
-
九
六
六
）

大
阪
音
楽
大
学
音
楽
文
化
研
究
所
編
『
大
阪
音
楽
文
化
史
資
料
明
治
・
大
正
篇
』

大
阪
大
阪
音
楽
大
学
昭
和
四
十
三
年
(
-
九
六
八
）

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
新
聞
・
雑
誌
資
料

（
以
下
の
紙
（
誌
）
名
を
出
典
と
す
る
本
文
中
の
記
事
は
、
同
図
書
館
の
許
可
を
得

て
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
）

「
教
育
時
論
」
「
女
學
雑
誌
」
「
讀
賣
新
聞
」
「
中
央
新
聞
」
「
東
京
朝
日
新
聞
」
「
都
新

聞
」
「
日
本
」
「
人
民
新
聞
」
「
萬
朝
報
」
「
名
古
屋
新
聞
」
「
静
岡
民
友
新
聞
」
「
時
事

新
報
」
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
「
東
京
日
日
新
聞
」
「
東
奥
日
報
」

「
岩
手
日
報
」
「
東
北
日
報
」
「
京
都
日
出
新
聞
」
「
大
阪
毎
日
新
聞
」

構
成一

本
文
は
編
年
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
月
・
日
不
詳
の
資
料
は
そ
の
年
の
最

後
に
配
し
た
。

二
横
組
原
資
料
は
縦
組
に
組
み
直
し
、
そ
の
資
料
の
末
尾
に
〔
原
資
料
横
組
〕
と

注
記
し
た
。

三
原
資
料
が
手
書
き
の
場
合
は
、
そ
の
資
料
の
末
尾
に
〔
手
書
き
〕
と
注
記
し

た。
四
手
書
き
お
よ
び
印
刷
原
資
料
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
段
落
の
第
一
行
目
は
一
字

下
が
っ
て
い
な
い
が
、
本
書
で
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
一
字
下
げ
た
。
た
だ

し
段
落
全
体
が
一
字
下
が
り
の
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

凡

例

資
料
の
出
典
は
各
資
料
の
終
り
に
（

）
付
き
で
示
し
た
。

文
字一

原
資
料
の
漢
字
は
原
資
料
ど
お
り
旧
字
体
を
使
用
し
た
。

二
原
資
料
中
の
変
体
仮
名
は
普
通
の
仮
名
に
改
め
た
。

三
原
資
料
が
総
ル
ビ
の
場
合
、
読
み
に
く
い
も
の
以
外
は
ル
ビ
を
省
略
し
た
。
な

お
、
歌
詞
の
ル
ビ
は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
二
度
目
以
降
は

省
略
。

四
手
書
き
原
資
料
中
、
解
読
不
能
な
文
字
は
口
で
示
し
、
解
読
の
不
確
か
な
文
字

は
そ
の
文
字
を
口
で
囲
ん
だ
。

五
原
資
料
中
、
文
字
の
使
わ
れ
方
に
疑
義
が
あ
る
も
の
は
そ
の
右
側
に
〔
マ
マ
〕

と
記
入
し
、
訂
正
を
必
要
と
考
え
ら
れ
た
場
合
は
〔
〕
の
中
に
訂
正
文
字
を
記

入
し
た
。
ま
た
明
ら
か
に
誤
植
と
思
わ
れ
る
文
字
は
訂
正
し
た
。

出
典一

括
弧一

解
説
文
中
の
〈
〉
は
個
々
の
曲
名
を
表
す
。
ま
た
「

ラ
ト
リ
オ
な
ど
劇
音
楽
全
体
の
タ
イ
ト
ル
を
示
す
。

『
』
は
書
名
を
表
す
。

原
資
料
中
の
〔
〕
は
編
集
者
の
注
を
示
す
。

」
は
、
オ
ペ
ラ
、
オ

凡 例
．．． 
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